
号

議会だより

５
2015年（平成27年）

時空の街　市花木の椿“ののいち”と富樫家国像

Ｈ27年度予算等の議案を審査� …�２P
議案の議決結果一覧� …�４P
３月定例会一般質問　５人が登壇� …�５P
市民の声�� …�８P

こんにちは
野々市市議会です
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議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
ま
し
た

　
市
の
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、
議
員

報
酬
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。（
賛
成
13
人
・
反
対
１
人
）

改
正
後
の
報
酬
月
額

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
４
月
か
ら

▼
議
長

　
41
万
６
０
０
０
円
→
48
万
円

▼
副
議
長

　
36
万
５
０
０
０
円
→
40
万
円

▼
議
会
運
営
委
員
長
・
常
任
委
員
長

　
35
万
１
０
０
０
円
→
39
万
円

▼
議
員

　
34
万
５
０
０
０
円
→
38
万
円

予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
設
置

　
改
選
後
の
議
会
か
ら
、
こ
れ
ま
で
定
例
会
ご
と
に
設

置
し
て
い
た
予
算
、
決
算
の
特
別
委
員
会
を
予
算
決
算

常
任
委
員
会
と
し
て
常
設
し
、総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
の
３
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
に
再
編
し
ま
し
た
。

平成27年度

当初予算総額
291億1700万円を可決
「地方創生」関連事業費を含む平成26年度6会計補正予算も

対前年度比6.6％増

　平成27年度第一回3月定例会を３月2日から３月20日までの19日間の日程で開会し、
粟市長から提出された平成27年度一般会計予算をはじめ、議員報酬を引き上げる条例改正
など市長提出議案30件、議会議案１件を全員一致ないしは賛成多数でいずれも可決しまし
た。また、固定資産評価委員会委員の選任１件に同意しました。
　介護保険制度では、第 6期改定に伴い基準保険料を 500円引き上げて 6100 円となり、
予防訪問介護、予防通所介護事業が市の地域支援事業となります。子ども子育て支援新制度
施行に伴う新しい保育料区分も決まりました。
　その他、「特定秘密保護法の廃止を求める意見書の採択を求める請願書」をはじめとする
請願３件を賛成少数で不採択としました。

３月
定例会

第
３
分
団
消
防
車
格
納
庫
建

設
と
消
防
車
更
新
事
業

�

９
５
２
９
万
３
０
０
０
円

Ｑ　
新
し
い
格
納
庫
の
移
設
先
と
完
成

時
期
、
消
防
車
の
納
入
時
期
は
。

Ａ　
市
の
温
泉
ス
タ
ン
ド
が
あ
る
敷
地

内
に
新
し
く
建
設
す
る
。
消
防
車
は
来

年
２
月
の
完
成
予
定
に
合
わ
せ
て
更
新

す
る
。

御
園
・
館
野
両
小
学
校
普
通

教
室
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は

Ｑ　
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
の
は
御
園
・
館
野
両
小
学

校
だ
け
で
あ
る
。
設
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ　
市
単
独
で
や
る
よ
り
も
国
庫
補
助

対
象
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
国
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

水
道
事
業
会
計

Ｑ　
県
水
の
受
水
責
任
水
量
が
減
る
こ

と
に
な
る
が
、
市
の
負
担
は
い
く
ら
減

額
に
な
る
の
か
。

Ａ　
約
２
１
０
０
万
円
減
額
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

す
が
は
ら
学
童
ク
ラ
ブ

菅
原
小
グ
ラ
ン
ド
に

移
転
事
業

�

１
億
１
２
０
０
万
円

Ｑ　
菅
原
学
童
ク
ラ
ブ
の
移
設
先
は
ど

こ
か
。
ま
た
、
同
じ
建
物
に
あ
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
菅
原
も
移
転
す
る
の

か
。

Ａ　
市
教
育
委
員
会
と
相
談
し
な
が
ら

に
な
る
が
、
菅
原
小
グ
ラ
ン
ド
南
東
側

で
、
学
校
教
育
や
少
年
野
球
な
ど
の
支

障
に
な
ら
な
い
場
所
を
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い

て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

市
道
野
々
市
駅
御
経
塚
線
歩

道
・
周
辺
道
路
照
明
等
の
修
繕

�

４
６
０
０
万
円

Ｑ　
昨
年
度
は
イ
オ
ン
横
の
東
側
歩
道

を
修
繕
し
た
が
、
今
後
の
計
画
は
。

Ａ　
新
年
度
は
東
側
を
Ｊ
Ｒ
駅
前
ま
で

行
な
っ
た
後
、
翌
年
度
以
降
西
側
を
順

次
工
事
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

御
経
塚
疋
田
線
の
道
路
照
明
、
橋
梁

の
修
繕
も
お
こ
な
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
備
え
た
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
の
業
務

�

９
８
４
３
万
４
０
０
０
円

Ｑ　
個
人
情
報
の
漏
洩
や
、
な
り
す
ま

し
に
よ
る
市
民
の
被
害
が
心
配
さ
れ

る
。
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
か
ど
う

か
は
個
人
の
判
断
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

情
報
漏
洩
は
処
罰
の
対
象
で
あ

郷公民館と現在の第 3分団格納庫

議
案
を

審
査
し
ま
し
た

現在のすがはら学童クラブと子育て支援センター

り
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
化
、
本
人
の
顔
写
真

を
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
漏
洩
・
な
り
す

ま
し
を
防
げ
る
。

　

カ
ー
ド
化
は
個
人
の
判
断
に
な
る
。

御園小学校校舎

修繕が終わった歩道市役所ロビー
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QA

QA

■全会一致で議決された議案

議　案　名 議決結果

議案第２号 平成 26年度野々市市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第３号 平成 26年度野々市市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第４号 平成 26年度野々市市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 可決

議案第５号 平成 26年度野々市市下水道事業特別会計補正予算（第３号）について 可決

議案第 10 号 平成 27年度野々市市水道事業会計予算について 可決

議案第 11 号 平成 27年度野々市市公共下水道事業会計予算について 可決

議案第 12 号 野々市市総合計画審議会条例等の一部を改正する条例について 可決

議案第 13 号 野々市市行政手続条例の一部を改正する条例について 可決

議案第 24 号 野々市市建築関係手数料条例の一部を改正する条例について 可決

議案第 25 号 野々市市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第 26 号 野々市市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担に関する条例について 可決

議案第 27 号 公の施設に係る指定管理者の指定について 可決

議案第 28 号 公の施設に係る指定管理者の指定について 可決

議案第 29 号 野々市市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意

議案第 30 号 「工事請負契約の締結について」の議決の一部変更について 可決

議会議案第１号 野々市市議会委員会条例の一部を改正する条例について 可決

■意見が分かれた議案� ○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　

議　案　名
西
本
政
之

中
村
義
彦

杉
林
　
敏

金
村
哲
夫

辻
　
信
行

川
　
哲
郎

早
川
彰
一

尾
西
雅
代

平
野
政
昭

土
田
友
雄

西
田
治
夫

大
東
和
美

田
中
昭
一

北
村
成
人

岩
見
　
博

議
決
結
果

議案第１号 平成 26年度野々市市一般会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第６号 平成 27年度野々市市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第７号 平成 27年度野々市市国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第８号 平成 27年度野々市市後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第９号 平成 27年度野々市市介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第14号 野々市市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第15号 野々市市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第16号 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第17号 野々市市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正
する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第18号 野々市市教育委員会の委員の定数に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第19号 野々市市地域包括支援センター条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第20号 野々市市介護保険条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第21号 野々市市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第22号 野々市市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第23号
野々市市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

請願第１号 「特定秘密保護法の廃止を求める意見書」の採択を求める請願書 × × × × × × × × × × × × × ○ 不採択

請願第２号 「日米軍事協力の指針（ガイドライン）再改定作業の即時中止を求める意見書」の採択を
求める請願書 × × × × × × × × × × × × × ○ 不採択

請願第３号 「『慰安婦』問題の早期解決を求める意見書」の採択を求める請願書 × × × × × × × × × × × × × ○ 不採択

３月議会で審査された案件

�

質
問�　
市
長
は
新
年
度
予
算

を
第
１
次
総
合
計
画
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
８

つ
の
政
策
に
沿
っ
て
説
明
さ
れ

た
が
、
そ
の
政
策
の
重
点
施
策

と
３
期
目
の
出
馬
表
明
の
熱
い

思
い
を
聞
く
。

 

市
長 　
第
３
分
団
格
納
庫
建

設
や
ポ
ン
プ
車
の
更
新
、
第

27
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
野
々
市

大
会
の
た
め
の
中
央
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
係
る
情
報
シ
ス
テ

ム
の
改
修
な
ど
市
民
の
皆
様
の

目
線
に
立
っ
た
事
業
を
優
先
し

取
り
組
む
。
そ
の
基
本
は
、
公

共
の
経
営
、
市
民
協
働
、
野
々

市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
の
３
つ
の

柱
を
基
に
基
本
計
画
を
推
し
進

め
て
い
く
こ
と
だ
。
将
来
に
わ

た
っ
て
ゆ
る
ぎ
な
い
行
財
政
基

盤
を
整
え
、
市
民
の
福
祉
増
進

を
図
る
。

　

市
長
と
し
て
２
期
８
年
の
任

期
の
間
、
議
会
及
び
市
民
か
ら

ご
理
解
を
い
た
だ
き
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た

が
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
が

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し

努
力
し
た
い
。

地
方
創
生
と

持
ち
家
率
に
つ
い
て

�

質
問�　

今
は
地
方
創
生
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
野
々
市
市

で
は
多
く
の
農
地
が
宅
地
化
さ

れ
新
し
い
家
が
建
ち
並
ぶ
が
、

持
ち
家
率
が
30
年
前
か
ら
40
％

台
と
上
が
ら
な
い
要
因
に
つ
い

て
聞
く
。

 

総
務
部
長 　
平
成
２
年
か
ら

概
ね
40
％
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
持
ち
家
数
は
増
加
し
て
い

る
も
同
等
の
割
合
で
賃
貸
住
宅

も
増
加
し
て
い
て
持
ち
家
率
は

横
ば
い
で
あ
る
。
一
方
、
世
帯

人
員
の
構
成
を
み
る
と
本
市
の

場
合
、
賃
貸
住
宅
住
ま
い
が
多

い
。
全
国
的
傾
向
と
し
て
若
者

の
持
ち
家
率
が
減
少
傾
向
に
あ

り
将
来
の
所
得
や
雇
用
に
対
す

る
不
安
か
ら
持
ち
家
取
得
に
対

す
る
リ
ス
ク
感
な
ど
が
背
景
に

あ
る
。
ま
た
、
晩
婚
化
や
非
婚

化
、
親
と
同
居
す
る
独
身
者
の

増
加
な
ど
も
持
ち
家
率
減
少
の

要
因
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
本

市
の
34
歳
以
下
の
若
年
層
の
持

ち
家
数
は
、
持
ち
家
率
全
体
の

7.1
％
と
高
く
、
本
市
は
雇
用
環

境
と
子
育
て
の
環
境
が
整
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
を
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

27
年
度
重
点
施
策
と

そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

ＱＡ
尾西 雅代 議員

大東 和美 議員

�

質
問�　
「
の
っ
テ
ィ
」
の
料

金
設
定
に
障
が
い
者
の
介
添
え

人
を
無
料
に
し
て
は
ど
う
か
。

 

総
務
部
長 　
負
担
の
公
平
性

の
確
保
か
ら
、
最
低
運
賃
を
定

め
て
い
る
。介
添
え
人
の
割
引
、

無
料
は
考
え
て
い
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ポ
イ
ン
ト

制
導
入
を

�

質
問�　
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
創
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
に
つ
い
て

伺
う
。

 

健
康
福
祉
部
長 　
市
民
の
意

識
づ
く
り
や
地
域
福
祉
計
画

に
掲
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
と
あ
わ
せ
て
課
題
の
整
備
に

努
め
た
い
。

�

質
問�　
読
み
書
き
支
援
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
項
目
に
入
れ

て
は
ど
う
か
。

 

健
康
福
祉
部
長 　
現
在
、
視

覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
提
供

し
て
い
る
。
高
齢
者
に
対
し
て

は
今
後
必
要
な
支
援
を
考
え
た

い
。

�

質
問�　
図
書
館
業
務
と
し
て

の
読
み
聞
か
せ
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。

 

教
育
文
化
部
長 　
新
図
書
館

に
お
い
て
、
新
た
に
対
面
読
書

室
を
設
置
。
読
み
聞
か
せ
や
朗

読
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
。
本

の
宅
配
や
読
み
聞
か
せ
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
の
予
定
は
な
い
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

�

質
問�　
ど
の
よ
う
な
分
野
で

地
方
創
生
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

 

市
長 　
現
在
、
野
々
市
版
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
策
定
に
向
け
、
現
状
を

把
握
す
る
準
備
中
。
本
年
10
月

ご
ろ
向
か
う
べ
き
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
た
い
。　

中
央
公
園
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

時
に
白
山
名
盤
設
置
を

�

質
問�　
白
山
が
眺
望
で
き
る

中
央
公
園
の
築
山
に
名
盤
の
設

置
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

市
長 　
オ
ー
ル
加
賀
会
議
で

各
市
町
が
白
山
眺
望
案
内
板
の

設
置
を
推
進
し
て
お
り
、
椿
サ

ミ
ッ
ト
ま
で
に
椿
を
１
５
０
本

植
え
、
そ
の
頂
上
に
設
置
を
計

画
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
予
定

の
総
合
事
業
の
中
で
整
備
す
る

介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
に
つ
い
て

ＱＡ

中央公園から望む霊峰白山

市内のまち並み

一般質問



一般質問 一般質問
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QAQA
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�

質
問�　
北
国
街
道
整
備
に
つ

い
て
本
町
四
丁
目
か
ら
丸
木

ガ
ー
ド
下
ま
で
の
区
間
整
備
の

約
束
が
三
丁
目
か
ら
椿
通
り
ま

で
の
部
分
だ
け
が
完
成
し
て
数

年
が
経
過
し
た
。

　
昔
は
、
本
町
通
り
で
じ
ょ
ん

か
ら
踊
り
流
し
が
あ
っ
て
町
民

の
触
れ
合
い
が
あ
っ
た
。
残
さ

れ
た
部
分
の
整
備
計
画
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
役
場
跡
地
に
公

民
館
を
建
て
替
え
る
に
あ
た

り
、
公
民
館
駐
車
場
用
地
と
隣

接
す
る
「
の
の
い
ち
一
番
街
」

と
の
話
し
合
い
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。

 

市
長 　
平
成
15
年
に
本
町
通

り
町
並
み
・
ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
の
答
申
を
受
け
、
旧
北
国
街

道
の
本
町
通
り
を
軸
に
野
々
市

小
学
校
か
ら
本
町
一
丁
目
地
内

北
陸
鉄
道
石
川
総
線
ま
で
を
整

備
計
画
と
し
「
く
ら
し
の
み
ち

ゾ
ー
ン
」
と
し
て
国
土
交
通
省

の
指
定
が
な
さ
れ
平
成
23
年
整

備
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

現
在
の
部
分
が
完
了
し
た
。
今

後
の
整
備
に
つ
い
て
は
計
画
に

対
す
る
地
元
の
熱
意
と
理
解
、

協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
そ

れ
に
伴
う
地
元
負
担
も
生
じ
て

く
る
。
地
区
の
状
況
を
見
定
め

活
性
化
に
つ
な
が
る
検
討
を
進

め
た
い
。

�

質
問�　
災
害
時
に
お
け
る
避

難
施
設
を
中
央
公
民
館
周
辺
に

設
け
て
ほ
し
い
。

 

市
民
生
活
部
長 　
現
在
市
内

に
一
時
避
難
所
78
施
設
、
拠
点

避
難
所
10
施
設
、
予
備
避
難
所

17
施
設
、
福
祉
避
難
所
６
施
設

を
指
定
し
て
い
て
、
こ
れ
以
上

増
設
の
考
え
は
な
い
が
現
在
も

中
央
公
民
館
な
ど
本
町
地
区
に

６
つ
の
予
備
避
難
所
が
あ
り
今

後
、
中
央
地
区
整
備
事
業
に
よ

る
新
た
な
施
設
の
活
用
も
考
え

た
い
。

�

質
問�　
高
尾
堀
内
線
の
現
状

は
道
路
を
迂
回
し
旧
町
の
中
を

通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

初
の
計
画
で
は
８
号
線
ま
で
通

じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
整
備
計
画
は
。

 

産
業
建
設
部
長 　
市
の
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、
市
内
の
交
流
を
促
す
重
要

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
幹
線
道
路
の
ひ
と
つ
と
位

置
付
け
て
い
る
。
今
後
の
延
伸

計
画
に
つ
い
て
、
西
部
中
央
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
合
わ

せ
て
区
画
整
理
の
区
域
外
で
の

整
備
も
予
定
し
て
お
り
、
国
道

８
号
線
に
通
じ
る
道
路
網
を
形

成
す
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

田中 昭一 議員

地
元
の
熱
意
や
負
担
に
対
す
る

理
解
を
見
定
め
検
討
を
進
め
た
い

北
国
街
道
整
備
に
関
し
て

本
町
の
未
整
備
部
分
の
今
後
は

ＱＡ

白山石川医療企業団議会 白山野々市広域事務組合議会
　

３
月
26
日
に
平
成
27
年
第
１
回
白
山

野
々
市
広
域
事
務
組
合
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

53
億
４
８
２
０
万
４
千
円
、
平
成
26
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
新
最
終
処
分

場
建
設
用
地
に
要
す
る
地
元
及
び
関
係

機
関
と
の
協
議
調
整
の
所
要
額
と
し
て

２
２
５
５
万
６
千
円
を
設
定
し
ま
し

た
。

　

議
長
に
村
本　

一
則
氏（
白
山
市
議
）

を
選
出
し
、
議
会
選
出
監
査
委
員
に

吉
田　

郁
夫
氏
（
白
山
市
議
）
を
選
任

し
ま
し
た
。

病
院
か
ら
施
設
へ

施
設
か
ら
在
宅
へ

　

３
月
15
日
、
公
立
松
任
石
川
中
央
病

院
の
第
５
次
増
改
築
工
事
の
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
施
設
は
、
病
院
施
設
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
棟
と
、
白
山
市
の
地

域
包
括
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
つ
き
高
齢

者
向
け
住
宅
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
白
山
が
眺
望
で
き
る
大

浴
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

広
域
事
務
組
合
と
は

　

一
部
事
務
組
合
は
、行
政
の
能
率
化
、

効
率
化
を
図
る
た
め
、
特
定
の
事
務
を

関
係
の
市
町
村
で
共
同
処
理
す
る
方
式

で
あ
り
、
白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合

は
白
山
市
と
野
々
市
市
と
が
共
同
で
市

民
生
活
の
環
境
保
全
と
生
命
財
産
を
守

る
た
め
に
組
織
さ
れ
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

ス
ス
ト
ア
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ロ
ア
な

ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
17
日
に
金
城
大
学
の
看

護
学
部
棟
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
４
月

か
ら
看
護
士
を
目
指
す
約
90
名
の
新
入

生
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら

の
地
域
医

療
の
充
実

が
期
待
さ

れ
て
い
ま

す
。

�

質
問�　
今
年
４
月
か
ら
市
内

の
民
間
保
育
園
が
一
か
所
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
。
そ
こ

で
、
公
立
保
育
園
を
幼
保
一
体

型
の
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
か
、

今
後
の
方
針
を
問
う
。

 

市
長 　
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い

本
市
に
お
い
て
は
、
公
立
保
育

園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す

る
必
要
性
は
感
じ
て
い
な
い
。

市
立
小
中
学
校
の
児
童・生

徒
数
の
増
加
に
つ
い
て

�

質
問�　
人
口
増
加
に
伴
い
、

こ
ど
も
の
数
が
増
加
し
て
い

る
。
各
学
校
の
教
室
の
過
不
足

に
つ
い
て
伺
う
。

 

教
育
長 　
各
小
中
学
校
に
お

い
て
、
教
室
不
足
が
直
ち
に
あ

る
状
況
で
は
な
い
。
小
学
校
に

よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
余
裕
が

あ
る
学
校
も
あ
る
。
今
後
、
市

内
在
住
の
子
ど
も
達
が
転
入
も

し
な
い
で
入
学
、
進
学
す
れ
ば

教
室
不
足
が
生
じ
る
と
思
っ
て

い
る
。

�

質
問�　
教
室
不
足
が
生
じ
た

場
合
、
増
改
築
や
校
区
の
見

直
し
が
必
要
だ
と
い
う
声
が
あ

る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

 

教
育
長 　

現
在
の
人
口
推

移
を
も
と
に
仮
定
で
い
う
と
、

野
々
市
、
御
園
の
両
小
学
校
で

不
足
が
生
じ
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
場
合
、
き
ち
ん
と
増

築
し
て
い
く
。
校
区
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
す
る
状

況
に
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

�

質
問�　

児
童
数
の
増
加
に

よ
っ
て
中
学
校
の
生
徒
数
も
増

加
し
て
い
る
。
市
内
に
も
う
一

校
中
学
校
を
建
て
て
欲
し
い
と

い
う
声
が
増
え
て
き
た
。
そ
こ

で
、
小
中
一
貫
校
の
新
設
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

 

教
育
長 　
小
中
一
貫
校
の
建

設
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院

「
地
域
包
括
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー“
お
か
り
や
”」に
つ
い
て

�

質
問�　
特
養
ホ
ー
ム
の
部
分

に
野
々
市
市
民
が
入
所
で
き
る

よ
う
に
努
力
せ
よ
。

 

健
康
福
祉
部
長 　
特
別
な
事

情
が
あ
る
ケ
ー
ス
を
除
い
て
、

白
山
市
民
以
外
の
方
の
入
所
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
も

現
実
的
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
考
え
て
い
る
。

　

公
立
保
育
園
を
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
考
え
は
全
く
な
い

幼
保
一
体
型
認
定
こ
ど
も
園
の

方
針
を
問
う

ＱＡ

�

質
問�　
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設

や
、
在
宅
、
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
の
減
免
要
件
を
緩
和

す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
考
え

は
な
い
か
。

 

市
長 　
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設

や
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
の
減
免
を
行
う
よ
り
も
、
訪

問
介
護
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
要
介
護
者
と
家
族
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

�

質
問�　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
申

請
し
て
も
窓
口
で
要
介
護
認
定

を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
に
な
れ

ば
家
族
の
肉
体
的
、
精
神
的
負

担
が
さ
ら
に
増
え
、
か
え
っ
て

重
度
化
が
進
む
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

 

健
康
福
祉
部
長 　

訪
問
介

護
、
通
所
介
護
の
み
の
方
は
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施

後
、
要
介
護
認
定
が
相
当
と
判

断
し
た
場
合
に
は
申
請
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化

最
も
遅
れ
て
い
る

�

質
問�　

現
物
給
付
も
し
な

い
、
自
己
負
担
も
あ
り
、
助
成

対
象
が
中
学
校
ま
で
な
の
は
能

登
町
と
津
幡
町
と
野
々
市
市
の

３
市
町
だ
け
で
、
野
々
市
市
が

最
も
遅
れ
て
い
る
。

　
他
市
町
で
で
き
る
の
に
、
市

長
の
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支

援
策
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
を
拡
充
す
る
と
い
う
政
策
は

な
い
と
い
う
こ
と
か
。
高
校
卒

業
ま
で
の
窓
口
無
料
化
を
求
め

る
。

 

市
長 　
自
己
負
担
な
し
で
18

歳
ま
で
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
る
と
あ
ら
た
に
１
億
円
の
財

源
が
必
要
に
な
る
。
子
育
て
支

援
策
に
は
あ
ら
ゆ
る
施
策
が
あ

り
、
各
世
代
を
通
し
て
理
解
を

い
た
だ
く
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
実
施
を

�

質
問�　
地
元
中
小
業
者
に
仕

事
を
作
り
、
地
域
経
済
を
元

気
に
す
る
制
度
と
し
て
全
国

６
３
０
を
超
え
る
自
治
体
で
行

わ
れ
、
投
資
金
額
の
５
倍
か
ら

20
倍
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
地

方
創
生
事
業
に
最
も
適
合
す
る

事
業
で
あ
り
、実
施
を
求
め
る
。

 

市
長 　
地
方
創
生
事
業
を
注

視
し
、
事
業
の
効
果
、
成
果
を

含
め
た
情
報
を
集
め
、
本
市
に

と
っ
て
の
住
宅
政
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

訪
問
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
が

家
族
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
や

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
減
免
を

ＱＡ

西本 政之 議員

岩見 　博 議員

市立富奥保育園日常生活動作訓練装置
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編
集
後
記

○
土
田
　
友
雄

　
市
民
の
み
な
さ
ん
は

　
議
会
と
は
何
？

　
議
員
と
は
何
？

　
そ
ん
な
疑
問
を
お
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
だ
け
身
近
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
編
集
員
会
で
は
、
議
会
の
役
割
と
責
任

に
つ
い
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ

う
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

本
号
編
集
中
は
市
議
、
市
長
選
挙
の
真
只

中
で
す
が
誠
意
を
も
っ
て
編
集
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
市
民
あ
っ
て
の
議
会
と
し
て

努
め
て
い
き
ま
す
。

  

表
紙
説
明

　
フ
ォ
ル
テ
裏
に
市
花
木
の
椿
〝
の
の
い

ち
〟
と
と
も
に
、
建
立
さ
れ
て
い
る
富
樫

家
国
像
。

　
富
樫
氏
は
、
室
町
時
代
野
々
市
の
地
に
館

を
構
え
「
加
賀
の
国
」
を
支
配
し
た
守
護
大

名
で
、
家
国
は
富
樫
氏
の
家
祖
で
あ
る
。

　
富
樫
氏
が
一
向
一
揆
の
戦
い
に
敗
れ
る

ま
で
城
を
構
え
て
い
た
金
沢
市
の
高
尾
山

を
望
む
姿
で
あ
る
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に

は
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
野
々
市

市
の
成
り
立
ち
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
表
紙
に
し
ま
し
た
。

■
野
々
市
市
議
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ: http://w

w
w

.city.nonoichi.lg.jp/
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  gikai/gikaitop.htm
l

■
Ｅ
メ
ー
ル:gikai@

city.nonoichi.lg.jp

■
発
行
：
野
々
市
市
議
会　
　
☎（
０
７
６
）２
２
７
―
６
１
４
１

〒
９
２
１
―
８
５
１
０　
石
川
県
野
々
市
市
三
納
一
丁
目
１
番
地

■
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
だ
よ
り
　
5
号　
平
成
27
年
5
月
発
行

声 voi
ce

どっぷり野々市人

「住み良さＮｏ．1」から
「生き良さＮｏ．1」へ向かって

清水 かほるさん（本町一丁目）

内村 喜久雄さん（矢作一丁目）

域に根付く秋祭りの獅子舞やみこ
しの行事。ほんの小さな町の小さ
な行事ではありますが、昔の人た
ちが大事に守ってきたり楽しんで
きたことを今住む私たちもその時
代を感じながら守り残していけた
らという思いです。これからも郷
土芸能を絶やす事のないような町
づくりに取り組んでいっていただ
きたいと思っています。

まいりました。野々市市では 10年
後の都市計画マスタープランも策定
されていますが、今はまだ人口増加
の状態ですが、10 年 20 年後には
頭打ちになり商業圏の発展も頭打ち
になることも予想されます。また高
齢化が加速し、年金受給者や介護保
険利用者が大量に増えることが予想

されることから、施設の充実や受け
入れ態勢などを身近な問題として考
えなければならないと思います。
　毎朝、見守り隊に出て元気な子供
たちの声にパワーをもらいながら思
うことは、「住み良さ」から、更に
その上の「生き良さ」の町になるこ
とだと思います。
　議会の皆さまには、この大きな目
標に向かって市民の声に耳を傾けて
頑張っていただきたいと思います。

　私は野々市市で生まれ、高校卒業
後の一時期を除いて 60年余りをこ
の町で暮らしてきました。親戚、友
人知人の多いこの町は私にとってか
けがえのない故郷です。
　野々市市の町の様子は、私が過ご
してきた半世紀余りの間に激しく移
り変わり、目覚ましい発展を遂げて

　この町に住んでとても幸せに
思っている一人です。

　私は野々市市に生まれ育ち野々
市市に嫁いで来ましたので他のと
ころに住んだ事がありません。そ
のせいかとてもこの町が大好きで
す。昔から見れば大変様変わりし
ていると思いますが、祭り好きの
私には守ってほしいと思っている
ことがいくつかあります。その一
つとして、じょんから節の囃子に
あわせて大勢の人が踊る祭り、地


